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　本庄市高校生プロジェクト「七高祭」では、地域の特性・
魅力を知り、考える「地域連携プログラム」を実施。４つの
地域連携のひとつとして、今年は高校生が「児玉地域の
魅力発信」に取り組んでいます。

　今、市と里山地域が一体となって「持続可能な里山地域を目
指す」その第一歩として、県の「埼玉県中山間ふるさと事業調査
研究事業」を活用し、住民活動が始まっています（対象は、本
泉地区、秋平地区）。
　この活動には、地域内の自治会長、公共施設管理者や地域団
体をはじめ、この地域と関わりのある団体の皆さんが参加。地域
資源を再発掘（ブラッシュアップ）し、都市間交流事業の促進に
よりこの地域のファン（関係人口）を増やすことを目的としてい
ます。昨年度は、ワークショップや里山の魅力をめぐるモニターツ
アーの実施をとおして、里山の持つ地域資源の調査を行いました。

　最近は買うことばかりで、自分で
物作りをすることがないので、作り
方を教えてもらいながら自分でも物
作りをしてみたいと思いました。
　地域資源の多い里山でしかできな
い「体験」自体が魅力だと思うので、
こうした「体験」ができる場所がたく
さんあることをアピールすれば、この
地域の本当の魅力に気づいてくれる
人が増えていくと思います。
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スマホで調べても出てこない
　　　　　本当の知恵を学べる

高校生に地元資源を使った
　魅力発信の担い手になってほしい

高校生が、里山の魅力を写したアート作品を展示！

　これまで30年以上、里山の資源をいかした工作
教室を行ってきました。しかし、住んでいる本泉地
域はますます過疎化が進み、若い世代が少なくなっ
てきています。こうした中で高校生が地域に関わって
くれるのはありがたいですね。
　地元の自然素材で遊ぶ道具、使う道具を作る体
験は、その過程をとおして地元への愛着を高めても
らえます。
　高校生の豊かな発想をいかして、例えば地元の資
源で物作りをして、それを今度は地域の小学生に教
えるといったように、地元資源をとおした魅力発信と
世代間交流につながるといいですね。そのときはぜ
ひ、協力させてください。

里山でしかできない体験
　　それ自体が魅力になっている

手打ちそば二松菴　元店主
片桐 正富さん

里山地域への愛着を高
めてもらうため、地元の
こどもたち向けに、30
年以上地域資源をいか
した工作教室を行って
いる。

　今の時代、スマホで調べればすくに
情報は出てくるけど、実際に訪れて見
聞きすることでしかわからない本当の
知恵を里山では学べます。
　そんな知恵を持っている片桐さんは、
世界が終わっても生きていけるようなす
ごい術

すべ
をもった方だなと思いました。

　こうしたことを学ばせてくれる地域の
方たちと一緒に、魅力を発信していき
たいです。

10月20日㈰に開催予定の児玉駅の賑
にぎ
わい創出イベント

「児玉ターミナル」とコラボレーションして、里山の魅力を
写すアート作品を展示します！ぜひ会場でご覧ください。

▶片桐さんが手作業で作
る工芸品は、里山でとれ
る素材で作られた逸品で
す。

考えるだけでなく、もう一歩踏み出して…

里山を訪れた高校生が
見て感じたこと

実際に訪れてみることで、見える景色がある
　いま、高校生たちは自ら里山を巡り、豊かな自然や美しい景色を全
身で感じ、暮らす方がたと関わりながら地域の魅力を集めています。
　先日実施したフィールドワークでは、長年里山の資源を活用した工作
教室を行っている片桐正富さんにお話を伺いました。
　話し込むうちに、高校生と片桐さん、それぞれの考えが刺激となり、
お互いにさまざまな「気づき」が生まれたようです…。

　今回は、市内にある里山に足を運
び、そこで暮らし、関わる方たちに
話を聞きました。

「この上から見ると、もっときれい
な景色が見えるんだよ」
「この地域の良さをもっとたくさん
の人に知ってもらいたいね」
　口をついて出るのは、里山の魅力
や景観の美しさ。皆さんの話から伝
わってくるのは、自分たちが住む里
山への「誇り」でした。

　今週末、もし予定が空いていれば、
市内にある里山に出かけてみません
か？
　きっと、あなたにとっての「まち
の誇れる魅力や景色」が、待ってい
るはずです。
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持続可能な里山を目指し、
地域も動き始めています。

こだま里山げんき隊 が発足！

今年度は更に深く里山を知り、楽しんでもらうため…

・里山をめぐるツアーを開催
・里山散策マップを作成します！
※続報は広報等でお知らせします。お楽しみに！

　事業実施にあたっては、立花勲さん（NPO法人ネットワー
クひがしこだいら）を会長として、ワークショップ参加団体
を母体に実行委員会「こだま里山げんき隊」を発足。
　こだま里山げんき隊の皆さんは「地域住民も訪れた方も
元気になる里山づくりを目指し、継続的に活動していくこと
が大切です。また、地域の魅力を発信し多くの方に関心を
もっていただき、伴走してくれるメンバーを増やしていくこと
も重要な目標です」と抱負を語ってくれました。

※里山はそこで暮らす方たちにとっては、生活の場でもあります。訪れる際は節度をもった行動をお願いします。
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ワークショップの様子
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in 小平

あじさいの小路

小平に咲く
ヒマワリとコスモス

カタクリの丘

稲沢ハイキングコース

間瀬ダムと桜

横
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隈山からの眺望

私たちの「まち」には、美しい里
山がある


